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製品含有化学物質調査に回答する上での留意事項
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当社からの支給材がある場合
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当社からの支給材がある場合
環境管理物質予備調査表での記載方法

環境管理物質予備調査表の「1pcsあたりの質量」欄には、
支給材質量を含めた製品質量を記載してください

【部品の基礎情報】

部材名称

型番

メーカー名 添付書類　※２

20
ケーブル2（支給材の端子付き）
CABLE_0002-XXX [g]
MI製作所 有　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　・　無

1pcs（または1m）
あたりの質量

（例）支給部材として端子（5 g）があった場合、ケーブル質量（15 g）と合わせた製品全体の質量
（20 g）を記載
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セラミックやガラス中のSVHCの取扱い
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セラミックやガラス中のSVHCの取扱い
JEITA のガイドラインを参照

JEITAガイドラインの要旨
セラミックやガラスはUVCB（組成不定の物質）のため、REACHの情報
伝達義務の対象ではない。例えば、酸化鉛（PbO）はSVHCとして指定
されているが、セラミックやガラスと溶け合ったPbOは化学反応により
別の物質に変化し、有害性の観点からPbOそれ自体と同一視できるもの
ではない。よって、セラミックやガラス中のPbOは、SVHCとして伝達
される必要はない。
一方、PbOは鉛化合物であり、鉛化合物はEU-RoHS指令でも規制される。
前述の通り、セラミックやガラスはUVCBであり、実際の物質の特定は
困難であるが、適用除外用途を含む規制への該非判定には有効な情報で
あるため、ガラスの構成成分としてPbOは伝達されることが望まれる。
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JEITA のガイドラインに基づく
セラミックやガラス中のSVHCの取扱い

法令
REACH報告義務の対象 RoHSの

対象

セラミックやガラス中の
酸化鉛（PbO）

×
セラミックやガラスはUVCB物質
のため、有害性の観点からSVHC
と同一視できないため

〇
RoHSは鉛化合物を規制しており、
セラミックやガラス中のPbOで
あっても、規制への該非判定の情
報として伝達されるべきであるた
め
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成形品（アーティクル）への変換工程について
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成形品（アーティクル）への変換工程について
とりわけ揮発成分の取扱いについて

変換工程名 使用する化学品 工程の対象 新たな成形品 発生する現象
塗装 塗料 母材 塗装された鋼板

揮発
（一部の成分が蒸発）

印刷 インク 母材 インク印刷物

印刷・焼成 ガラスペースト 母材 パターン形成されたガラ
ス基板

合板接着 接着剤 母材 合板

UV印刷 UVインク 母材 UVインク印刷物 硬化
（異なる物質に変化）エポキシ封止 エポキシ樹脂 被封止チップ 封止半導体チップ

めっき めっき液 母材 めっきされた母材 析出
（変化）

樹脂成形 ABSペレット 押出成形等 ABS樹脂ケース
溶融

（多くの場合変化なし）
はんだづけ はんだ 実装基板 はんだ済実装基板

ダイキャスト成形 合金・インゴット 流込・固化 ダイキャスト部品

製品含有化学物質調査では、マテリアル（化学物質や調剤）から成形
品（アーティクル）への変換工程に直目します。
変換工程の中で揮発等により、製品中に成分が残留しないのであれば、
当該成分は製品含有化学物質の調査回答に含めてはなりません。
下表の「発生する現象」に留意してください。
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変換工程において揮発等を考慮する必要がある化学物質

JAMP：アーティクルマネジメント推進協議会より、
成形品への変換工程において揮発等を考慮する必要がある化学物質
の参考リストが公表されました（2021/12/3）
https://chemsherpa.net/news/jamp/?p=2925

変換工程を有する成形品の含有化学物質調査回答を作成する際には、
こちらのリストを参考にし、化学物質が成形品に残留するか、また
は濃度変化が起こるかを、いま一度見直してください。

…
……
………

https://chemsherpa.net/news/jamp/?p=2925
https://chemsherpa.net/news/jamp/?p=2925
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補足：洗浄工程の取扱いについて

マテリアルから成形品への変換工程ではありませんが、関連して、洗浄工程の取扱いについて言及します。
回路基板へのはんだ付け後の残渣フラックスを洗浄する工程を念頭に置きますが、洗浄により、フラックス
も洗浄液も製品に残渣しないと一般に考えられる場合は、それらを製品含有化学物質の調査回答に記載して
はなりません。
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サプライヤから製品含有化学物質情報を入手できない場合
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自社のサプライヤから製品含有化学物質情報を入手できない場合

サプライヤから何ら製品含有化学物質情報を入手できない場合、品質要求に対応できていない
サプライヤを用いていることを意味します。製品含有化学物質管理においては、リスクの高い
サプライヤです。

それでもやむ得ない場合は、科学的な根拠を踏まえた上で、自社にて製品含有化学物質情報を
回答するしかありません。例えば、鋼材をはじめとした素材なら、規格の情報から成分情報を
把握することもできます。

最悪値管理の原則
含有率に幅がある場合、
管理対象物質の含有率として最も値が
高い数値を引用してください

C3601の場合
• Cu : 63 % を選択
• Pb : 3.7 % を選択
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